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モンゴル語版『モンゴル佛教史』の研究（２３）

大正大学モンゴル佛典研究会

序文（年度）

 年度に引き続き、モンゴル語版『モンゴル佛教史』葉以下のローマ字転写、
翻訳、注釈を提示する。
 今年度の当研究会で本研究に携わったのは以下のメンバーである。
 阿部真也（大正大学綜合佛教研究所講師）、アリヤ（本研究会研究員）、茨木智
志（上越教育大学教授）、ウルジージャルガル（新潟産業大学）、エルデニバー
トル（内モンゴル大学副教授）、エルデニバヤル（内モンゴル大学教授）、オーダ
ム（中央民族大学）、片桐尚（内モンゴル大学客員教授）、窪田新一（大正大学教
授）、新藤篤史（大正大学歴史学科副手）、高橋宏之（大正大学大学院）、バイカ
ル（桜美林大学准教授）、藤本良子（本研究会研究員）、三浦順子（本研究会研究
員）、満永葉子（本研究会研究員）、宮本正彦（本研究会研究員）、山口勝弘（本
研究会研究員）。

   一 凡例
・原文の「葉」および「行」の表示方法について
   転写・訳文とも文章の頭に五桁の番号を入れる。例えば、葉７行はと
表示する。
・転写：ポッペ・小沢式のアルファベット表記・転写方式によっているが、それを
基本として、を、をと転写するアルガリ表記を考慮す
るなど若干の変更を加えてある。
・脚注：翻訳、転写の現代モンゴル語との異同などは脚注において指摘し、積極的
に修正した。
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・略記：チベット語テキスト
橋本本：ジグメ・ナムカ著、橋本光寳編『西藏文蒙古喇嘛教史』蒙蔵典籍刊 
行会、昭和 15年 
フート本： （著）（編） 
  
        
青海本：久明柔白多杰著『蒙古佛教源流』青海民族出版社、1993年 12月 
 
翻訳 
橋本訳：ジグメ・ナムカ著、外務省調査部訳『増訂蒙古喇嘛教史』 生活社、 
昭和 15年 
フート訳：（著）（訳） 


テルビシ訳：ЦЭМБЭЛ ГYYШ（著）,  Л. ТЭРБИШ  
Р. БЯМБАА（訳） 
МОНГОЛЬIН  ТYYХ  ОРШВОЙ
УЛААНБААТАР, 1997 
ウルジー訳：固始噶居巴・洛桑澤培著、陳慶英・烏力吉訳注『蒙古佛教史』 
天津古籍出版社、1990年 12月 

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

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





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 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 




                                                     
 
(1) （グーシ汗） 
(2) 左にと書き込みがある。 
(3)  
(4) 橋本本には（尊者宝無畏）とある。（宝）
（無畏） 
(5)  
(6) 橋本本には（伏蔵師無垢積集予言）とある。 
(7) 
(8) 
モンゴル語版『モンゴル佛教史』の研究（23） （5）
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
       そこで以前述べたグーシ・ゲゲーン・ハンがゲルク派の教法を
 支援したわけを比ぶるもののなき恩ある文殊法王である
 尊者ラトナ・アビダラ（宝無畏）の説かれたことなどを集めてお話しになっ
たことは、以下の如くである。
 北方のオイラートの地に、持教者法王グーシ・ハンといわれる者が
 現われ、伏蔵師無垢積集の予言に「一般に辺境の軍が
 （戦いが）７回目となった最後に、金剛手の転生王がチベットの地を
 支配し幸福にする者が現われるであろう」と吉祥秘密菩薩が円満法
 王として示現した。そして、まさにこの王は、壬午
 の年（年）にお生まれになり、その名をトゥルル・バイフと名づけた。
歳の















                                                     
(1) 「生きとし生けるもの」の意。Skt. sattva 
（6）  
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 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


                                                     
(1) 橋本本には（白頭）とある。 
(2) 
(3) 
(4) 橋本本には とある。
(5) 橋本本には とある。 
モンゴル語版『モンゴル佛教史』の研究（23） （7） 
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 時（年）、白頭の１万人の軍の将軍となって
 第葉終り
 おいでになり、相対立する支援者たちを全て抑え、征服したことに
 より、勝者の名声を得た。その時、その地において、教法がまだ
 弘通していなかったので、モンゴルの他の地に、勝者
 ソナム・ギャムツォとアルタン・ハーンが、（即ち）僧と施主２者の思いに
 よって、正法が弘通したという教法の名を聴いただけで、
 大いに信仰が生じた。その方向に何度も礼拝したことにより、額が
 腫れ上がるほどになったと言われている。ある時、ハルハとオイラドの
 ２者が互いに反りが合わず、大きな内乱となった時に、
 慈悲の他化自在となって、ハルハの中に疑心なく
 赴き、相互に和解させたことにより、そこにおいて、ドンコル法
















                                                     
(1) チベットのこと。チベット語 mgo 
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 時（年）、白頭の１万人の軍の将軍となって
 第葉終り
 おいでになり、相対立する支援者たちを全て抑え、征服したことに
 より、勝者の名声を得た。その時、その地において、教法がまだ
 弘通していなかったので、モンゴルの他の地に、勝者
 ソナム・ギャムツォとアルタン・ハーンが、（即ち）僧と施主２者の思いに
 よって、正法が弘通したという教法の名を聴いただけで、
 大いに信仰が生じた。その方向に何度も礼拝したことにより、額が
 腫れ上がるほどになったと言われている。ある時、ハルハとオイラドの
 ２者が互いに反りが合わず、大きな内乱となった時に、
 慈悲の他化自在となって、ハルハの中に疑心なく
 赴き、相互に和解させたことにより、そこにおいて、ドンコル法
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














                                                     
(1) チベットのこと。チベット語mgo 
（8）  
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 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


                                                     
 
(1) 橋本本には（大国師）とある。 
(2) 橋本本にはとある。 
(3) （開眼）
(4) 
(5) 
(6) 
(7) 
(8) 「斑のあるチョクト（吉祥）」という人の名前。 
(9) 橋本本には （ガンダン山派、ゲルク派）とある。 
モンゴル語版『モンゴル佛教史』の研究（23） （9）
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
 主とハルハの王と家臣たちが大いに喜び、（グーシ・ハーンに）大国師とい
う
 称号を贈った。その後、また自分の国にお帰りになった。勝者
 ソドノム・ジャムソにオイラドのある人が、『金光明
 最勝王経』に対し、開眼供養することを説かれた時に、その名を
 尋ねた。その時、『金光明経』とお答えになった時に、「今より年経っ
た時に、
 貴方の国に、この法が弘通するだろう。」と予言したように、施
 主となって、『金光明最勝王経』などの多くの経典を翻訳し、教法の
 端緒を開いた。前述のチョーホル・チョクトが、自分の地より追い出され、
フフ
 ノール（青海湖）に来て、アムド地方の人々を支配下に収め、瞬く間に大き
な
 権力をもったので、一般の教法および、特にゲルク派の教法に














（10）
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 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



                                                     
(1) 橋本本には （尊者）（宝）とある。 
(2) 
(3) 
(4) 
(5) 橋本本には とあり、ドーマエ（地名）。現在の青海湖西南、多麦のことか。 
(6) 
(7) 
(8) 橋本本には とある。 
(9) 
(10) 橋本本には とある。 
モンゴル語版『モンゴル佛教史』の研究（23） （11）
 
 
11 
 
 害をどのように与えたかというわけを、このハーン（グーシ・ハーン）の耳
に入れた。
 そして、尊者リンポチェ（宝）の教法の全てを守り、大軍の援助
 とともに自らの国より赴かれ、丁丑の年（年）の正月に、フフノール
（青海湖）に
 到り、戦いの末にチョクトの４万の軍を、残らず
 第葉終り
 制圧して、下アムドのすべての地を勢力下に収めた。
 そして、勝者父子にお会いして、礼拝するために、ウーに
 赴いて、第５世の大勝主（ダライ・ラマ）およびパンチェン・ロブサン・
 チョイジ・ジャルサンの２人の活仏にお会いして、最高尊者として崇めた。
 ガンダン（寺）にお参りするために、おいでになった際に、その夕べは（月
齢）（日目）の夜であった















                                                     
(1) 橋本訳などでは、「頭飾り」。 
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 害をどのように与えたかというわけを、このハーン（グーシ・ハーン）の耳
に入れた。
 そして、尊者リンポチェ（宝）の教法の全てを守り、大軍の援助
 とともに自らの国より赴かれ、丁丑の年（年）の正月に、フフノール
（青海湖）に
 到り、戦いの末にチョクトの４万の軍を、残らず
 第葉終り
 制圧して、下アムドのすべての地を勢力下に収めた。
 そして、勝者父子にお会いして、礼拝するために、ウーに
 赴いて、第５世の大勝主（ダライ・ラマ）およびパンチェン・ロブサン・
 チョイジ・ジャルサンの２人の活仏にお会いして、最高尊者として崇めた。
 ガンダン（寺）にお参りするために、おいでになった際に、その夕べは（月
齢）（日目）の夜であった















                                                     
(1) 橋本訳などでは、「頭飾り」。 
（12）  
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 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


                                                     
 
(1) 
(2) 
(3) 橋本本には （カムにおいて）とある。 
(4) 橋本本には（地方名）とある。 
(5) 橋本本には （人名）とある。 
(6) 
(7)橋本本にはとある。 
(8) 
(9) 橋本本には とある。 
モンゴル語版『モンゴル佛教史』の研究（23） （13） 
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 にも関わらず、しかも黄昏時において、小さな石さえ見えるほど非常に明る
く
 なったことから、政教のすべてを清めることの予兆となった。カムにおい
て、
 ビリ王トンヨ（頓日）と呼ばれる者が、佛教において、騒ぎを起こし混乱さ
せ、道教の長年の
 習慣を主として、供養した旨を聞き及んで、己卯の年（年）の
 ５月中に援軍を率いて、ビリの上方においでになり、
 国と領民の大部分を奪取した。ビリ王が他の地に逃げたので、庚
 辰の年（年）の月の日に捕らえ、牢獄に入れた。（一方、）
 サキャ派、ガンデン派、カルマ派、ドゥク派、タクルン派などのラマや
 貴族たちで、投獄されていた人々を釈放し、故郷に送り届けた。
 ジャン王（絳王）から、こちら側の全ての人民たちに至るまで、貢物の品を
奉って崇拝し、














                                                     
(1) ゲルク派の別名。 
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 にも関わらず、しかも黄昏時において、小さな石さえ見えるほど非常に明る
く
 なったことから、政教のすべてを清めることの予兆となった。カムにおい
て、
 ビリ王トンヨ（頓日）と呼ばれる者が、佛教において、騒ぎを起こし混乱さ
せ、道教の長年の
 習慣を主として、供養した旨を聞き及んで、己卯の年（年）の
 ５月中に援軍を率いて、ビリの上方においでになり、
 国と領民の大部分を奪取した。ビリ王が他の地に逃げたので、庚
 辰の年（年）の月の日に捕らえ、牢獄に入れた。（一方、）
 サキャ派、ガンデン派、カルマ派、ドゥク派、タクルン派などのラマや
 貴族たちで、投獄されていた人々を釈放し、故郷に送り届けた。
 ジャン王（絳王）から、こちら側の全ての人民たちに至るまで、貢物の品を
奉って崇拝し、














                                                     
(1) ゲルク派の別名。 
（14）  
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 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



                                                     
 
(1) 
(2) 橋本本には とある。
(3) 左にと書き込みがある。 
(4) 橋本本には gtsangとある。 
(5) 橋本本には とある。 
(6) 
(7) 橋本本には とある。 
(8) 橋本本には とある。 
(9) 橋本本には （アリー、チベット自治区西部の地名）とある。
モンゴル語版『モンゴル佛教史』の研究（23） （15）
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
 敬意を表した。その時、ウー、ツァンの王は、デースィ・ツァンパであった
が、
 彼がカルマ派のラマたちを供養処の主となし、ゲルク派の
 地方に邪悪な思惟と行為を何度も行ったので、このハーンは援護の
 大軍を率いて、ウー、ツァン地方に赴き、ツァン派の援軍を
 すべて鎮圧し、ツァン派の王、家臣らを捕えて、ウーのサネウ・ビス・パ
に
 投獄し、ウー、ツァンのすべての地方を勢力下に収め、３地方（ウー、ツァ
ン、カム）の
 チベットの王となり、勅命の法の白い傘を、現世の頂に至るまで
 転じた。ゲルク派に対して、不正に反抗する残忍な人々全てを感化した。
 インドの王ラボシン、ネパールのヤムブ王、アリー王など
 第葉終り












                                                     
(1) グーシ・ハーン。 
(2) 左にと思われるチベット文字が書かれており、補うつもりであったかもしれない。現チベッ
ト自治区堆竜徳慶県柳呉烏。 
(3) チベット自治区の西方の地名。 
（16）  
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 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



                                                     
(1) 
(2) 橋本本には とある。 
(3) 橋本本には とある。 
(4) 橋本本には とある。
(5) 橋本本にはとある。 
(6) （勝楽）
(7) 
(8) 
モンゴル語版『モンゴル佛教史』の研究（23） （17） 
 
17 
 
 辺境の多くの小さな寺院も、（その）地の儀礼の贈り物を奉った。ウー、ツ
ァンの
 国と領民全てを、勝主一切智者に捧げ、天より
 恵まれたガンダン宮殿の王は、政治の権力を最高に高め、
 今日まで地上のガンダンと、空のガンダンと称せられた。このことも、この
ハーン（グーシ・ハーン）の
 おかげとされた。

          昔、２人の勝主の後、エチゲ（父）・ラマ・ニーチ・
 トインという高名なる僧がいた。彼の聖者が、大モンゴルの地に
 教法を弘通した。また、聖者は、ウー、ツァンの地において、
 北サンバラと近隣のウールト・トルゴートの主、アヨーシ・ハーンの
 叔父メルゲン・タビナという、財物豊富な、万を数える軍隊を持つ、















                                                     
(1) ダライ・ラマ５世。 
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 辺境の多くの小さな寺院も、（その）地の儀礼の贈り物を奉った。ウー、ツ
ァンの
 国と領民全てを、勝主一切智者に捧げ、天より
 恵まれたガンダン宮殿の王は、政治の権力を最高に高め、
 今日まで地上のガンダンと、空のガンダンと称せられた。このことも、この
ハーン（グーシ・ハーン）の
 おかげとされた。

          昔、２人の勝主の後、エチゲ（父）・ラマ・ニーチ・
 トインという高名なる僧がいた。彼の聖者が、大モンゴルの地に
 教法を弘通した。また、聖者は、ウー、ツァンの地において、
 北サンバラと近隣のウールト・トルゴートの主、アヨーシ・ハーンの
 叔父メルゲン・タビナという、財物豊富な、万を数える軍隊を持つ、















                                                     
(1)ダライ・ラマ５世。 
（18）  
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 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 




                                                     
(1) 
(2) 橋本本には とある。 
(3) の間違い。
(4) 
(5) （みぞ）
(6) 
(7) 
モンゴル語版『モンゴル佛教史』の研究（23） （19） 
 
19 
 
 １人の諸侯の息子として、９番目のラプチューンの丁巳の年（年）に
 お生まれになった。名前をアビダと名付けた。彼は、年端もいかない
 頃から、その性格が良く、困った人のために慈悲の心を施す人で、
 乱暴な言葉や嘘言を話したりせず、頭が非常に賢かった
 ので、父はニーチ（愛想のよい）・トインと名付けた。ある時、多くの友と
 ともに狩りに出て、妊娠した野生のロバを矢で射た。その時、そのロバの腹
が
 割れてその仔が出てきた時、母ロバが舌で舐めているのを見て、
 多いに悲嘆して、世界を火に満ちた、窪地のように見る悲しみが
 生じ、出家する気持ちが生まれた。父に出家したいと
 述べたところ、父は許可を与えず、どうしても妻を娶るように

















                                                     
(1) 異説あり。 
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 １人の諸侯の息子として、９番目のラプチューンの丁巳の年（年）に
 お生まれになった。名前をアビダと名付けた。彼は、年端もいかない
 頃から、その性格が良く、困った人のために慈悲の心を施す人で、
 乱暴な言葉や嘘言を話したりせず、頭が非常に賢かった
 ので、父はニーチ（愛想のよい）・トインと名付けた。ある時、多くの友と
 ともに狩りに出て、妊娠した野生のロバを矢で射た。その時、そのロバの腹
が
 割れてその仔が出てきた時、母ロバが舌で舐めているのを見て、
 多いに悲嘆して、世界を火に満ちた、窪地のように見る悲しみが
 生じ、出家する気持ちが生まれた。父に出家したいと
 述べたところ、父は許可を与えず、どうしても妻を娶るように

















                                                     
(1) 異説あり。 
（20）  
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 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 





                                                     
(1) 
(2) 橋本本には（帰依指導書）とある。 
(3) 
(4) 橋本本には とある。 
(5) 左にと書き込みがある。橋本本には とある。 
(6)  （具足戒）
モンゴル語版『モンゴル佛教史』の研究（23） （21） 
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 と言ったので、自分の力なく、夫人を娶り、１人の息子も授かった。
 （その子を）エルデミン・ダライと名付けた。その後、夫人と息子に対し、
心が染まず、
 出家しようとしているのを、父が知り、多くの人たちによって見張りをさせ
て、
 監視した。ある日、『帰依発心経』を読んでいた時に、
 突然竜巻が起こり、お経を（風に）飛ばされたので、あとから
 第葉終り
 追いかけ、遠くに行ったところ、見張りの者たちが見ていなかったので、
 逃げるという隙を得て逃げたのを、父が気づき、後から追わせたが、見つか
ら
 なかった。さらにその後、タシルンボに到着し、一切智者パンチェン・
 ロブサン・チョイジ・ジャルサン師より、具足戒を受けたので、その名を















                                                     
(1) 帰依発心行。 
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(1) 帰依発心行。 
（22）  
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 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 




                                                     
(1) （戒律）
(2) （教え）
(3) 
(4) 
(5) 
(6) 
(7) （瞑想）
モンゴル語版『モンゴル佛教史』の研究（23） （23） 
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 アリオン・シャクシャバドと名付けた。経とダラニの２つを学習し、また、
 究め、パンチェン・エルデニたちから灌頂と奥義を多く聴聞した。
 その後、パンチェン・エルデニに「別のある国に赴き、修行を行うように」
 と申し上げたところ、パンチェン一切智者は「お前の以前の
 因縁ある者の所化が東方にいるので、東方に
 赴けば、教法と生きとし生けるもののために、大いなる利益となろう」と予
言した。
 その後、その聖者の命令どおり、東方に赴かれた道すがらにおいて、
 諸々の瞑想の地をめぐって、修行しながら、さらに進み、フフホトの
 地に至った。その後方の山など、諸々の瞑想の地において、
 年に亘って、様々な艱難辛苦の成就を中心として成し遂げた。













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
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
                                                     
(1) 清らかなる戒律。 
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(1) 清らかなる戒律。 
（24）  
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 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



                                                     
(1) 
(2) 
(3) （大威徳明王）
(4) 
(5) 
(6) 
(7) 橋本本には （王、灌頂）とある。 
モンゴル語版『モンゴル佛教史』の研究（23） （25） 
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 特に、その聖者は、世（俗）の行いを智慧を持って退け、自己の傲慢を
 滅し、下賤を装って、教法と有情に利益を
 なした。また、特に、邪分別と昔の所見の
 閼伽に染まることなく、第２勝者サイン・オヨート（ツォンカパ）の無垢
の
 根本経をよく信奉して、『（菩提）道次第』と『秘密集会』と十
 三佛、大威徳明王２つの生起と円満生円次第を注意深く修め、従者
 たちにも、そのような方法で教えを行った。その後、フフホトの
 オンボ・ホンタイジが招き、教法を説法された時、『秘密集会』『チャクラ
サンバラ』
 『大威徳明王』『生円次第』の３つの灌頂などを授けた。その時、１人の
シャーマンが、邪なるものによって、
 ラマ（聖者）の上に雷を落としたところ、ラマはそれらの稲妻を集めて、
 第葉終り













                                                     
(1) 橋本本に（よき智慧を持つ者）とある。
(2) 一切如来金剛三業最上秘密大教王経。 
（26）
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 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 




                                                     
(1) 
(2) 
(3) （具足戒）
(4) 橋本本には とある。
(5) 
(6) 橋本本にはとある。 
(7) 
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 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 




                                                     
(1) 
(2) 
(3) （具足戒）
(4) 橋本本には とある。
(5) 
(6) 橋本本にはとある。 
(7) 
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彼（シャーマン）に返してやったので、彼は信心を起こし、出家者となった。
このようにして、過去と
 未来をよく見通し、多くのお言葉をなし、神変をもお示しになったのも多
 数のため、疑念を抱かさなかった。かくの如く、多くの修行の地を巡りなが
ら、四
 更のヨーガを中断することなく行い、（４つの）更の間においても、
 福徳者たちに、具足戒と灌頂伝承などの法を
 施し、貧者たちにも、物施を持って満足させる
 ことが、月が満ちるように増大した。次いで、教法弘通の供養を
 なすために、従者である人の比丘とともに、奉天に
 聖武太宗皇帝に謁見に赴いた時に、皇帝は、「貴方は、私の
 供養処となってください。」とお言葉を述べられたことに対し、「私たちに
は、それと同じ

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


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

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
                                                     
(1) 現瀋陽。 
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(1) 現瀋陽。 
（28）  
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 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

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(1) 
(2) 
(3) 
(4) 
(5) 
(6) （別解脱）
(7) 
モンゴル語版『モンゴル佛教史』の研究（23） （29）
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 徳がありません。モンゴルの地に行きます。」と申し上げたのに応じ、
（それを）承諾し、
 各々に、赤い布を授けた。その後、トシェート・ハンの領地の方に
 行った時、そのハーンは教法を求め（尊重し）、ラマのお言葉を持って、
その地に
 シャーマンなどは、決して住まわせてはいけないと布告を出した。偶像全
てを集めて
 燃やし、佛教を弘通させた。その後、ホルチンに着いて、
 ジョリクト親王オグシンたちに、吉祥十三可畏金剛の
 灌頂を授けた時、その王はラマを可畏金剛の母をも備えていると見た。
 なおまた、同じではない多種の言葉を話す、多くの生きとし生けるもの全
てに、別解脱
 ８種の戒を適宜に授け、出家部を増やした。また、















                                                     
(1) 『宗教詞典』（内蒙古教育出版社、1996年）の口絵p.6, p.445に仏画と解説がある。 
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(1) 『宗教詞典』（内蒙古教育出版社、1996年）の口絵p.6, p.445に仏画と解説がある。 
（30）  
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 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 





                                                     
(1) （祈り）、橋本本には とある。 
(2)  
(3) 参照。
(4) 参照。 
(5) 
(6)  橋本本には とある。 
(7) 橋本本にはとある。モンゴル語（緑）、（ターラー）
(8)  
(9) 
モンゴル語版『モンゴル佛教史』の研究（23） （31） 
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 『ラマのヨーガ、祈りの引導』と『大威徳明王の生起円満の引導』と
 『秘密集会』の灌頂と『根本タントラ』などの経典を
 多く授け、（佛教の）教宝を弘通させた。その後、旗の
 大貴族たちは認可して、ラマ（ニーチ・トイン）の住処として、バヤン・ホ
ショーの
 地に寺を建立し、ガンジョールなどを安置し、ラマは開光を
 第葉終り
 行った。その後、ゴルロスの地に招かれたので、そこに赴き、
 ジャムソー・タイジとノゴーン・ダーラ夫人（緑渡母）たちに大威徳の灌頂
 指南などを行った。多くのホショー（旗）の、数え切れないほど集まった

















                                                     
(1) ホルチン左翼前、中、後旗。ホルチン右翼前、中、後旗。ゴルロス前、後旗。ドゥルベト、ジ
ャライト。 
（32）  
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 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 





                                                     
(1) （別解脱）
(2)  （ソロン）、橋本本には とある。 
(3) 
(4) 

(5) が正しい。
(6)  （金剛薩埵）
(7) 
(8) 
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 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 





                                                     
(1)（別解脱）
(2)  （ソロン）、橋本本には とある。 
(3) 
4 

(5) が正しい。
(6)  （金剛薩埵）
(7) 
8 
モンゴル語版『モンゴル佛教史』の研究（23） （33） 
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 人々に、８種の別解脱戒の相応しいものを授ける
 などより、ソロンの地まで袈裟を奉げる者で満た
 された。その後、トゥメト旗の領主オンボ・チューフルとモンゴルジンの
 領主シャンバなどをはじめとし、大小の諸侯領民たちが
 招いたことに従って赴き、『帰依指南』と『可畏金剛の
 灌頂』と『生起円満の指南』と『最上のヨーガ』と『金剛薩埵の
 指南』などを幅広く伝えた。その後、大諸侯らが
 ラマ（ニーチ・トイン）に、冬期に、この地方に居住する寺院を、建立して
ほしいと
 申し上げたことに従い、（これを）許し、モンゴルジンの地に、寺院を建立
し、献上した。


















（34）  
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 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



                                                     
(1) 
(2) 橋本本には とある。 
(3) 
(4) 
(5) 
モンゴル語版『モンゴル佛教史』の研究（23） （35） 
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 ある時、ナイマン・ホショー（旗）のホン・バートル侯の館に、ラマが
 おいでになった時、彼の侯は怒って「サッサと出ろ。」と言った。その時ラ
マは、
 「えっ、私を知らないのか。聖ツォンカパの金身は、この私を
 見知っているであろう。」と言って、その姿が微笑んでいる様子を
 見せたので、彼の侯は「この方はラマだ。佛はこのラマを知り、
 ラマは佛を知る。これは何と不思議なことだ。」とし、ラマに対して信仰
心が生まれて
 礼拝した。それ以後、彼の侯は、ラマ三宝に、大いに信心を持つこととな
った。
 その後、アオハン、オンニュート、ジャルート、アル・ホルチン、バーリ
ン
 などの各々のホショー（旗）の領主と大諸侯らが、招
 聘したことに応じて、『秘密集会』と『大威徳明王』の２つの灌頂等を
 以前の如く行って、教宝を大いに弘通させた。














（36）  
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 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



                                                     
(1) 
(2) 橋本本には とある。 
(3) 
(4) 
(5) 橋本本には （ダラニ）とある。 
(6) 橋本本にはとある。（開眼）
(7) 橋本本には とある。 
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 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



                                                     
(1) 
(2) 橋本本には とある。 
(3) 
(4) 
(5) 橋本本には （ダラニ）とある。 
(6) 橋本本にはとある。（開眼）
(7) 橋本本には とある。 
モンゴル語版『モンゴル佛教史』の研究（23） （37） 
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 その後、バヤン・ホショーの寺院に居住している時、王、ベイルなど
 第葉終り
 施主たちの捧げた純金によって、釈迦牟尼像
 とジェー・リンポチェの身体と塔の３つ、それ
 ぞれを、１臂ずつの大きさで（個）を建立した。また、指を広げた長さ
と
 ５、６本の指の幅の広さほどのも無数に建て、ダラニ
 を入れ、開眼供養などを大いに行い、各々のホショー（旗）の
 王、ベイル、ベイセ、公、タイジの施主と信者
 弟子たちに供養物として授け、常に礼拝し、
 供養を行うようにと仰せになった。その後、奉天から紙
 と墨と顔料を全て買い求め、写字生たちを集めて、ガンジョール















                                                     
(1) 清代貴族の称号。 
(2) 現瀋陽。 
（38）  
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 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 




                                                     
(1)  
(2) 
(3) レッシング によれば チベット語（現観）
(4) 
(5) 
(6) 
(7) 
(8) 橋本本には （秘密）とある。
(9)  
(10) 
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 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 




                                                     
(1)
(2) 
(3) レッシング によれば チベット語（現観）
(4) 
(5) 
6  
7 
(8) 橋本本には （秘密）とある。
(9)  
(10) 
モンゴル語版『モンゴル佛教史』の研究（23） （39） 
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 宝を書かせるなどにより、（巻）を完成させて、前述の
 施主たちと弟子たちの供養処として授けた。また施主
 たちの捧げた金や銀などの品々の全てを
 各地で『可畏金剛』と『秘密集会の現観』と
 『秘密集会の根本タントラ』のそれぞれ１つずつ憶えた者たちに、
 それぞれ１両ずつの黄金を授けた。また範として貧しい者たちに
 施しを大いに授けたことにより、『秘密集会』と『大威徳明王の現観』
 などを憶える者たちが非常に多く現われ、名声も竜の
 声の如くなった。そのような方法で心・口・意の




















（40）
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 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 



                                                     
(1) 
(2) 
(3) 
(4) 
(5) 
(6) （舎利）
(7) 
モンゴル語版『モンゴル佛教史』の研究（23） （41） 
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 信仰を無数に成就し、東方の大海の波涛の
 境界に至るまで完全に満たし、勝者（佛陀）の教えと、特に
 第２の勝者（ツォンカパ）の教宝を、暗黒の大陸に日が昇るが如く
 大いに照らし、歳の癸巳の年（年）の
 月日に涅槃に赴かれる姿を示した。
 （ニーチ・トインの）御遺骨を火に捧げると、よい香りが漂って、
 第葉終り
 虹が出て、花の雨が降った。芥子の種のような舎利が、
 無数に現われたのを、バヤン・ホショーの寺院に、塔を建てて
 安置した。

       特に、完全なる大清国の王たちの時代に、
















                                                     
(1) 1587年生まれとする説によれば、67歳。 
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 （ニーチ・トインの）御遺骨を火に捧げると、よい香りが漂って、
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 虹が出て、花の雨が降った。芥子の種のような舎利が、
 無数に現われたのを、バヤン・ホショーの寺院に、塔を建てて
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

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









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
                                                     
(1) 1587年生まれとする説によれば、67歳。 
（42）  
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 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



                                                     
(1) （極楽）
(2) （阿弥陀）
(3) 橋本本には （ダライ・ラマ４世）とある。また、左に
と書き込みがある。 
(4) 
(5) 橋本本には （ダライ・ラマ５世）とある。また、左に
と書き込みがある。 
(6) 橋本本には （地名）とある。現四川省甘孜チベット旗自治州康定県木雅。 
(7) 国師 
(8) 
(9) 
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 その福徳の力によって、衆に抜きんでた、太宗崇高ボグド・
 ハーン（ホンタイジ）が奉天に住んでいた時、極楽の信心勝者、
 阿弥陀の化身、一切智者第４世ダライ・ラマ・ロブサン・チョイジ・ジャル
サンと
 チベットの衆生の信心、第５勝者（ダライ・ラマ）のナグワン・ロブサン・
 ジャムソーの２人は、ミニヤクのグーシ・セチェン・チョルジに勝者ホトク
トの
 称号を授け、東方の梵天、太宗ボグド・ハーンの安寧を
 伺いに行かせ、捧げた書状に、「全ての三界輪廻の他の
 衆生の多くを見れば、具足有暇の人身宝を得ることは、
 日中の星よりも非常に珍しく、また、その中からも全ての人々の
















                                                     
(1) 現瀋陽。 
(2) 人として生まれ出るという宝。 
（44）  
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 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 





                                                     
(1) 
(2) 
(3) 
(4) 
(5) （加持）
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 全てを権力下に収めるハーンとなることは、如意宝の如く得
 難いのである。それ故に、争いの時に衆生の偉大なる
 ハーンとなったこの時、人々すべてを佛法に従わせ、よく守護すれば、
 聖なるハーンという意味となるのである。非常なる利益と安寧の
 根本勝者の教宝を心に念じ、守護
 しなければならない。」と授けさせた時、そのような理由をボグド・ハーン
は
 知り、とても喜び、自ら宮殿の外において出迎え、
 お言葉に礼拝し、文殊主サキャ・パンディタのお身体より、《太陽の
 光はもっと熱いが、火の水晶がなければ、（火が）つかないのと同様に、
仏の
 加持もラマがいなければ、（自身の身体に）入ることができない。それ故、
１人、あなたを















                                                     
(1) 火をつけるレンズの役割をする水晶。 
（46）
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 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



                                                     
 
(1) 
(2) 
(3) が正しい。
(4) （千億）（極めて）（劫）
(5) （億、十万）
(6) （劫） 
(7) 橋本本には lung（予言）とある。 
(8) 橋本本には ribo dge ldan pa（ゲルク派）とある。 
(9) 
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 喜ばせることによって、全て佛陀を喜ばせることになり、三宝を１つに
 集めたラマであるあなたに、私は帰依する。》と説かれた。また、佛陀の
御言葉に、
 第葉終り
 《数千億劫において、法を聞くことが得られなかった。それを
 お前は今日得たのか。不注意なる、すべてのものを捨て去れ。》
 と説かれたことに従って、貴き善友を信仰の功徳と
 聞法を、億千億劫において、得難い理を
 思い、勝者ホトクトが、彼をラマとして尊敬し、灌頂と予言など、
 多くの意味深い法を聞き、比類なき、ゲルク派の教法を大いに
 信仰した。その後、セチェン・チョルジがウーに赴く時に、多くの


















（48）  
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 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
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
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 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
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(4) 橋本本には ribo dge ldan pa（ゲルク派）とある。 
(5) 世祖順治 
(6) 
モンゴル語版『モンゴル佛教史』の研究（23） （49）
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
 供養を捧げて、最勝の父子の２人を密かにラマとなして、宝
 と銀などの供養を多く捧げ、おっしゃったのは、「我らは
 大明皇帝の国土を征服することに近づいたので、その
 ことが成就した時に、聖なる父子のあなたがた２人を招き、
 お目にかかり、教法を弘通せしめよ。」ということであった。
 チベットの大小説法成就院の全てにおいて、豊富な供養
 布施を施し、ゲルク派の大施主となった。
 間もなく、彼（ホンタイジ）の息子の世祖順治皇帝エイェベル・ジャサク
チ・ハーンが、漢地、
 チベット、モンゴルの３者が予想していた通り、天下の多くの民を支配下に
 収め、父皇帝の命令を完遂するために、辛亥の年（年）に（順治帝が）
 おっしゃったことには、佛の教えの中から、《菩薩全てに示したこと
















（50）  
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 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 





                                                     
(1) 左にと書き込みがある。橋本本には （ダラ
イ・ラマ４世）とある。 
(2) 橋本本には とある。（観自在）のことか。
(3) 
(4) 

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 に相応し、想起したことを重視して、ラマの教えを全うさせるならば、
 それにより、彼の一切事象が成就できることになる。相応した悟りに近づ
き、
 佛に（至る）智慧を完成させ、佛になるであろう。》と。また、《人間と佛
の
 示現が得難く、信仰を得ることも難しく、八難を捨てることも
 得難いため、教法を聞くことは、尊い。》と教えた意
 に応じ、ウー、ツァンから、一切智者ロブサン・チョイジ・ジャルサン
 第葉終り
 と、聖者ロギソリと違いなき第５世大勝主（ダライ・ラマ）の２人を
 この方面に教法の幢を建てるために、招請した。勝者
 パンチェン・エルデニの教えより「我々は非常に年寄りであるので、行くこ
とが
 できない。」とおっしゃって赴かなかった。













                                                     
(1) 八無暇、八難。『宗教詞典』（内蒙古教育出版社、1996年、p.77） 
(2) 観自在のことか。橋本訳には「観自在菩薩」とある。 
（52）  
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 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
















                                                     
(1) 満州語、意味は「豊富な」。 
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 
 
  
 
  
 
  
    
  
 
 
 
                                                     
(1) 満州語、意味は「豊富な」。 
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                     勝主（ダライ・ラマ５世）は、
 大満州国康徳年の旧暦の
 正月日の吉祥なる日に、メイレン・エルヘインゲの私が
 忠心より祈願し、信仰し、後世の人々が
 見てわかるようにと、歳の老いぼれた身体の
 疲れも顧みず、自らの手で謹んで書写したものである。





















                                                     
(1) （梅林・メイレン、清朝の官職）。「という名前」とする説あり。 

